
　『展示の美学』とは，いささか難いタイトルである。誰も読まないのではない
か……と思いきや，本を開けば，それほど難解でもなさそうである。
　文章量もそれほど多くない。あくまで博物館の美的空間や，美術館コレクショ
ンの写真集であり，展示の美学を目で楽しむ図鑑である。
　哲学者から「展示美学の証明をどのように証明するのか……？」と問われれば，
この本がその証明です，と言い切ってもよいくらい，可視化された博物館展示の
事例集であり，その証明である。本書を見てもらい「これは証明にはなりません
か？」と逆に問うてみたい。
　難しい問いに対して，いちいち文章と口頭で答える必要はない。本書は学術的
な論文集ではなく，感性に訴える博物館展示の手引書である。博物館の父・棚橋
源太郎（1869-1961）のことばを借りれば「眼に訴える」教育機関，すなわち博
物館の展示とその展示美学を示す視覚教材であり，ガイドブックであり，展示美
学の入門書である。

　読んでから見るか，見てから読むか……。欲張りな言い方になるが，「見るか」
「読むか」の「どちらか」ではなく，その「どちらも」可能なのが本書である。
1970年代後半，森村誠一原作の映画『人間の証明』のキャッチコピーだった「読
んでから見るか，見てから読むか」という短文は，当時，博物館学を学んでいた
私にとって強烈に参考になった宣伝文句であった。なぜなら，博物館の展示も「観
る」だけでなく，「読む」こと，「読ませる」工夫も必要であるからだ。見る，読む，
その両方を導く殺し文句，それが「読んでから見るか，見てから読むか」であった。

　そこで，ちゃっかり拝借したのが上記のコンセプトである。「見る・観る・視
る」も，「見せる・魅せる・診せる」も，博物館展示にとっては必要不可欠な行動
原理である。しかも，その展示行動は，抽象的概念と結びつき，形而上学的なメ
タの展示まで昇華しなければ「美学」とはなり得ない。けれども，展示美学をど
のように表現するか……という次への問題につながる問いは，ひとまず，ここで
ストップし，この先は別の機会で述べてみたい。哲学的回答を準備するには周到
な準備が必要であるからだ。いずれにしても，展示美学とは何かを答えるために，
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「読んでから見るか，見てから読むか」，読者自身でページをめくってお決めいた
だきたい。

　さて，本書の対象として想定している読者層は，主として美術愛好家であり，
博物館訪問を趣味とする人，海外旅行を計画し博物館見学を予定している人，建
築設計者，展示デザイナー，デザインを専攻する学生である。
　さらに欲を言えば，現職のキュレーター，学芸員養成課程 ( 必修科目「展示論」）
の大学教員，これから学芸員を目指す学生たち，あるいは，博物館学や展示学を
研究しようとしている学生たちにも，じっくり鑑賞していただきたい。目を肥や
す薬になるだろう。

　展示デザインには原則はあっても，正解はない。文化の多様性，その表現方法，
展示デザインの革新性を肌で感じるためには上質なデザインを数多く見て，眼識
を育てるしか方法はない。美学的要素のエッセンスを感じとってもらえれば，本
書の目的は達成されたのではないかと思う。

本書の構成
　本書は展示美学の諸相を概観するために，「空間」「光輝」「礼拝」「知創」「審美」

「秘蔵」の 6 章の構成にした。「原点に返れ」という教えの通り，博物館・美術館
の原点は美の鑑賞であり，書籍の形でそれを実現できるように試みた。書く側に
とっては，ある程度，展示ストーリー的な物語性を意識した。たとえば，本書
157ページに「書く技術」について次のように記述されている。
　

　展示とは「理解させるために見せること」であり，何かを語ることである。
モノとの関係の意味を持たせなければならない。展示の特異性は，自然言語
によるテキストやイメージのような記号ではなく，物事の「配置」であると
同時に，多かれ少なかれ常に「テキスト」そのものである。つまり，観覧者
によって解釈されることを意図して組織された意味の集合体である。

　まさに，本書のねらいは，ここにあった。
　さて，一番初めに取り上げたテーマは「空間」である。建築空間，展示空間，
展示デザインの観点から事例を集めた。次の「光輝」は文字通り，光輝く装置と
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照明デザイン，展示壁面の背景色など，我が国の博物館・美術館では見られない
展示環境と雰囲気をまとめた。続く「礼拝」は，宗教的遺品の礼拝価値から展示
価値へと価値変容されている事例を取り上げた。そして次のテーマ「知創」は，
博物館だけでなくアーカイブスや図書館での展示資料の知的資源を選定した。続
く「審美」は，美学的価値の表現と晴眼に映る美の本質，最後の「秘蔵」は保存
や収納設備・展示ケースなどを取り上げた。
　
　一瞥すればわかる通り，文章量はそれほど多くない。読者の鑑賞時間を邪魔し
てはならない，という配慮からのことである。本書の企画当初は，肩の凝らない
エッセイ風にしようと計画したが，貴重な時間を費やして本書を観る（読む）読
者のことを考えれば，最近の博物館学研究の動向も踏まえ情報提供する必要が
あると思い，展示美学に関連する用語を約 220 語選択し，定義集的にまとめた
次第である。写真の下にある文章は 2022 年 8月に出版されたばかりの『博物館
学・美術館学用語辞典』(François MAIRESSE 編 Dictionnaire de Muséologie, ICOM/
Armand Colin) の中から写真に合わせて用語を選定し，必要箇所を筆者が訳出し
たものである。鑑賞を邪魔しない程度の定義集である（この参考文献は仏文であ
るが，2023年 3月には英語版も出版された）。

　写真の一枚一枚に付けられたタイトルは筆者の詩的感覚で名付けたものであ
り，厳密な意味での作品タイトルではない。チェコの博物館学者 Z.Z. ストラン
スキーの表現を用いれば，ものを示す「名辞化」の行為であり，筆者の「独り言」
と思っていただきたい。別の見方もあるだろうから，読者のみなさんも本書で取
り上げた博物館展示の写真を見ながら，自分でタイトルをつけるなどして「こと
ば選び」（＝概念化）を愉しみながら，そぞろ歩きをする感じで眺めるのも素晴
らしい読書・観覧体験になるだろう。

　本書で取り上げた博物館・美術館は，10か国 36都市60館に及ぶ。外出しにく
いご時勢の中，じっくり眺めてもよし，急いでページをめくるのもよし。見てか
ら読んでもよし。またその逆でもよし。ひとりでも多くの人が博物館・美術館に
興味と関心を持ち，博物館の美学を感じ，見せ方の手法と展示デザインなどの領
域で「展示の美学」を愉しんでいただければ幸いである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  著者識す
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アレッサンドロ・ゴッピオン
Alessandro Goppion

 
　私たちが取り組むすべての博物館プロジェクトは，そのひとつひとつが
Goppion の物語を形づくる一章となっています。それぞれの章は独自の方法で，
新たな成果へと私たちを駆り立てた挑戦を示しています。マックス・ウェーバー
が「職業」に関する考察で用いた「ベルフ」（Beruf）ということばを借りるならば，
私たちの職業は「ベルフ」，すなわち「天から与えられた使命」です。この使命は
ふたつの共鳴音として鳴り響いています。ひとつは，知識とスキルの段階的な蓄
積であり，もうひとつは，我が人生の中で特定分野において天から与えられた使
命を全うしていこうという，これまで以上に強い信念です。

　私たちにとって，この根底にある物語に対する認識は，記憶とその物質的な表
現が持っている重要性から成長してきたのではないかと思っています。というの
も，私たちの制作現場と科学研究機関と両方の関係において，私たちの絶え間な
い規律ある取り組みを支えているからです。言うまでもありませんが，この天か
ら与えられた使命，言うなれば，天職意識は専門家の満足に加えて，私たちの日
常生活も豊かにしてくれているのです。私たちは，博物館・美術館側のクライア
ントと建築家に感謝しています。私たちのGoppion社に方向性を与え，私たちと
共有できた数々の経験のおかげによって，私たちの技能は向上し，拡大すること
を可能ならしめたからです。

　展示物を保護しながら展示する。正しい保存のためには，必要不可欠な製造工
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学とデザイナーによる美的な選択の結合が必要です。そしてその底辺にある「美
学」は常に展示の基本要素となっています。保存科学，展示資料の配置計画と展
示環境の演出デザイン，そして展示ケースの製造技術は三位一体となることが必
要不可欠です。しかし，その要点をどのように提示すれば可能なのか，私たちは
思い悩んでいました。そのひとつの解決策が私たちの実績を示す写真集の出版で
あり，世界の博物館・美術館の展示美学の可視化でした。

　今回，私の友人であり，尊敬する水嶋教授のイニシアチブのもと，『展示の美学』
を主題にした本が刊行されることになりました。この出版プロジェクトの完成を
祝うと同時に，これを企画し世の中に出してくれた出版社に対しても心より感謝
申し上げます。また日本の博物館・美術館ファンのみなさんと共に，本書によっ
て文化の旅，歴史の旅を愉しんでいただければ幸いです。
　日本と世界の博物館・美術館の発展のために，本書が活用されることを願って
おります。
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